
ナゲの挿木、とり木、実生等に専念して、 シャクナゲ(その種類と栽I青)ガーデンラ

!日j好の仲間や、新しい仲間に分け tjえたい イフ社

と思うこの頃である。 趣味の山草北海道111草趣味の会編

「参考文献等J 北海道の山野草 北海道山平趣味の会編

世界のシャクナゲ吉岡久治著 シャクナゲとツツジ東京IIJ草会民修

雲南のシャクナゲ H中共同出版

実生への誘い (VI) 

ウチョウラン

ウチョウランの和名は「羽生業蘭」からき

たもので、~~を広げたチョウに見たてたと

のことである。

分布は、北は青森県から南の鹿児島県大

隅半烏南端で、北海道には分布しない。

自生地は谷川沿いのそそり立つ絶壁の告iIJ

れ円や窪みにイワヒパ等とi昆生している。

ウチョウランは産地によって草姿や花形、

色彩に豊笛な変化をもち、 一輪一輪に滋れ

るばかりの魅力があり、小烈野生ランの最

高人気種である。

花期は 5月 F旬頃ーから 7月ドもjであるが、

青森屋が番早〈、南下するにしたがって

少しずつ花期が遅いようである。

苧丈は10-20cmくらいで、結!い葉が 3-

5枚でゆるやかに湾出し、地中浅くに情l'j 

球で長さ 1-3 cmの地 F球があるが、栽培

状態によってかなり差がある。

栽培に使用する鉢はなるべく小さめの方

が良〈、直径 9cm}Iij後の素焼鉢が良いが、

植え込む球数によって使い分けると良い。
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有珠郡大滝村 大 宮 不二雄

用土は清潔なあらめの出土で、和、は罪、玉

土と樽前砂、火山砂の等量混合土を使用し

ているが、要は水もちの良い用土は避けた

方が良い。

+直え替えは、 10月ド旬-11月に入ると地

上古liが賞変しやがて茎葉カぎ枯れ始め、指で

触れただけで離脱するようになるので、こ

の頃より翌春の発芽JtJlまでの問ならいつで

も良いが、止むを得ず発芽後に植え替える

i時は、新'?!を折らないように細心の注意が

必要である。何故なら、発芽は 1度限りでい

再生不能だからである。

植え付けるには、先ず 1cm大の艇を鉢底

に2-3列ならべてから用土を潜水しでも

流れない程度に入れ、腰水法で充分に汲水

させる。汲水が終わったら水を切り、用土

に穴をあけてピンセットなどで球根を+直え

付ける。 fA<根の泌さは芽先が隠れる程度と

し、 i菜植えは避けることである。 i架総えに

すると、発芽f去に基部が過i毘となり腐る原

肉になる。

;賢き場は、風通しが良〈、雨が当たらな
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いて咋マiij中の陽が充分に当たり、午後から

の強い賜差しを遮る所が理想的である。平l、

は、冬の防寒用に作設した玄関フード内で

栽成している。真夏の高i且期といっても本

州地方とは違うので、玄関戸を左右半開に

する事によって室温と風の流れを計れるの

で育成上の支障はない。欠点と云えるのは、

関口部に近いほど用上の乾燥が早い事と陽

光が均一に当たらないことぐらいであるが、

風雨の毎に心配しなければならないなどの

屋外栽埼に比べると問題外である。

潜水は、問土の表面が乾き切ってから、

鉢底から流れるくらいト分潜水するo 過iM.

にすると球根と茎のつけ根が腐り易くなる。

ウチョウランは他の植物のように痛み始め

の兆候が現れず、変だと気付いた時にはす

でに手遅れ状態である事が多く、潜水には

特に注意をしていただきたい。

肥料はあまり必要としないが、 7 グアン

プKを少量置肥したり、 i専いノ'kM巴を月 2-

3度与える。私は、規定の割合いより更に

2 -3f音に薄めた水肥を用意し、本葉展開

後からiJl(水として与えている。

害虫については、案件!なので葉ダニが発

生するためスミソンを 2凶ほど散布してい

る。

冬の管理は鉢のままで越冬させるので、

10月 F句-]]月頃に葉が枯れた後は水を控

え、用土カ喧主燥状態のまま保管している。

少々の凍結には強いが、やはり凍害が心

配なので無暖房でも氷点下にならない場所

で保管する方fが良い。室温が高いと、用土

が乾燥状態でも 2-3月の雪溶け首ijに発芽

する事もあり、以後の管理に忠わぬ苦労を

66 

強いられる時もあるが、発芽した場合は出

来る限り Hの当たる場所に移し、夜間の冷

え込みで新芽を凍結させないように育てる

ことである。

実生は、用土中全体にラン閣が繁殖して

いる事によってウチョウラン種子の発芽率

を高めると考えられているので、結実JlJlま

でにはこの条件に合う播種床を用意しなけ

ればならない。一般的には、シュンランな

どのように根が太〈長いものを表土に見え

隠れする程度の泌さに根を広げて植えてお

き、完熟した種子をこの様周辺に採り掃き

する。発芽は翌春となる。

植え替えは、実生首を 2年目に移植する

以外は 2-3年そのままに栽培する方が気

嫌が良いようである。私は、同鉢で何年

f子ったから植え替えるという感覚ではなく、

分球により混み過ぎ解消のために植え替え

ているのが現状であるが、その為に作落ち

したことはないので、 51j'.1立大丈夫と考え

ている。

自生地のウチョウランはイワヒパと混生

している事が多いために、イワヒパで栽培

するのが良いように思い勝であるが、これ

は止めた方が良い。

その理由は、イワヒパを生々と育てるに

は水切れが禁物であり、その結'*ウチョウ

ランには;I!!i昆状態となる。また、イワヒパ

の根塊の中にはいつとはなくホコリや土が

溜り、更に水排けが悪くなるばかりである。

それでも、初めの 1-2年は何とか生育す

るが、その後は分球どころか急激に数をi威

し、遂には元も子も無くすることもある。

杭え管えるには、イワヒパの根をパラパ
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ラに崩さないとウチョウランのjt山下王求を耳元

り出せないなどの欠点もあり、いずれにし

ても、イワヒノ〈でウチョウランを主主f古する

のはお勧めできないが、どうしてもイワヒ

パ械の風怖を楽しみたい方は、イワヒパを

枯らしでも良いつもりで水管理をして欲し

。、
し

ウチョウランの近{以種に、千葉県特産種
アワノクエ

で千葉県の!日国名「安房国J にちなんで名

付けられた「アワチドリ」がある。自生地

は房総半島南部に限られ、この地以外には

分布しない。

このアワチドリの分布域の真ん中で、造

花の神のいたずらか子遠いとも思えるウチ

ョウランの自生地が発見された。ウチョウ

ランにイ以たアワチドリでなく、ウチョウラ

ンそのものであることから、採集地である

通称「頑lliJlllJの名を冠して、採集者の古

出ー治氏により rJゲンコラン」と名付けら

れた。

私も、吉田一治氏よりアワチドリと一緒

にいただいたので大切に栽培しているが、

草姿はf出産地に比べるとえfンコに見えるが、

花色は淡い紫車i色で優しい顔をしている。

ところが性格はガンコ者らしく、他産地の

ものよりも細かに世話をしているにも拘ら

ず、その気持に応じてくれない。他のウチ

ョウランは 1年に 1-2球は1直えてくれる

のに、このガンコランだけは古球が新球に

代るだけである。

これでは何時まて"絞っても嫁に出せる娘

を育てることが出米ないので、今年こそは

何としても口説き落とそうと策を練ってい

るが、このガンコ者とのつき合いを毎年楽

しみにしている自分は、はたして素直なの

かガンコなのかと自問している昨今である。

イワハゼ

オロ 7Vにて
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